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敬老会開催！会場中を笑いで元気にしました！倉谷劇団

● 2 日（日）　各小学校運動会
● 3 日（月）　パスポート申請受付開始
● 4 日（火）　総合健診・複合健診（つなぎ文化センター他２会場、～ 9日）
● 5 日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付
● 8 日（土）　つなぎ朝市（グリーンゲイト広場周辺）
● 9 日（日）　町民体育祭陸上競技大会（総合グラウンド）
●16日（日）　津奈木保育園運動会（津奈木保育園内）
●16日（日）　≪ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌≫ワークショップ
●17日（月）　行政相談週間（～ 23日）
●18日（火）　ポリオ生ワクチン投与（改善センター）
●19日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳
●20日（木）　身体障害者（児）巡回相談（つなぎ文化センター）
●23日（日）　行政相談（役場１階和室）
●23日（日）　福祉スポーツ大会（総合グラウンド）
●30日（日）　つなぎ・田んなかデコポンバレー大会（川内地区）
●開 催 中　今田淳子展　いのちのかたちと空間（美術館、～ 11/27）

10月の行事【ご案内】
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長
寿
を
祝
っ
て
敬
老
会
開
催

津
奈
木
・
赤
崎
・
平
国
の
３
会
場
に
て

　
９
月
16
日
（
金
）、改
善
セ
ン
タ
ー・

赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー
・
平
国
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
に
お
い

て
、
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
70
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
１
４
８
５
人
。
津
奈
木
地
区
の
会

場
で
は
、
福
島
副
町
長
が
「
皆
さ
ま

の
活
躍
で
現
在
の
豊
か
な
日
本
と
津

奈
木
町
が
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
、
健
康
に
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
。

　
町
か
ら
は
長
寿
を
祝
っ
て
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
、
た
く
さ
ん
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
終

了
後
は
唄
や
踊
り
な
ど
の
演
芸
会
が

行
わ
れ
、
倉
谷
劇
団
に
よ
る
寸
劇
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
役
を
面
白
お
か
し
く

演
じ
る
な
ど
し
て
会
場
に
大
き
な
拍

手
と
笑
い
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

町内70歳以上の敬老者　１４８５人

津奈木地区　　　　　　１０２７人
赤崎地区　　　　　　　　２４２人
平国地区　　　　　　　　２１６人

　
表
彰
を
受
け
る
大
渕
助
保･

キ
ク
モ
さ
ん
夫
婦

▲

　
津
奈
木
地
区
代
表
挨
拶
・
緒
方
孝
光
さ
ん

▲
　

敬
老
会
で
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
最
高
長
寿
者

　
寺
下
ハ
ル
（
１
０
０
歳
）

■
最
長
夫
婦
（
結
婚
70
年
）

　
大
渕
助
保
・
キ
ク
モ

■
金
婚
夫
婦
（
24
組
）

▽
津
奈
木
地
区

　
山
﨑
博
志
・
桂
子

　
黒
木
啓
晴
・
節
子

　
岡
下
辰
夫
・
ヒ
デ
子

　
川
添
正
和
・
和
子

　
山
本
顕
三
・
フ
ジ
エ

　
境
繁
夫
・
敏
子

　
谷
口
徹
・
輝
子

　
長
原
津
吉
・
ミ
エ
子

　
詫
間
巖
・
美
代
子

　
平
畑
伸
一
・
ト
キ
エ

　
坂
口
富
行
・
ア
イ
子

　
瀨
﨑
孝
一
・
功

　
山
本
善
吉
・
シ
ツ
エ

　
本
春
増
夫
・
惠
子

▽
赤
崎
地
区

　
松
山
末
芳
・
添
子

　
森
山
林
・
星
子

　
林
田
清
満
・
ヨ
シ
モ

　
上
村
陸
男
・
安
子

　
林
田
吉
廣
・
イ
ヅ
ミ

　
林
田
賢
爾
・
サ
ト
エ

▽
平
国
地
区

　
福
山
秀
人
・
ハ
ル
子

　
福
山
鐵
満
・
サ
ダ
子

　
丸
橋
勇
・
ミ
チ
子

　
濱
田
德
重
・
サ
キ
子
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結
婚
50
年
を
記
念
し
て

熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰

　

熊
日
事
業
局
長
（
左
）
か
ら
表
彰

を
受
け
る
福
山
鐵
満
・
サ
ダ
子
さ
ん

夫
婦

▲

▲今年も大盛り上がりの倉谷劇団▲演芸会で会場は笑いに包まれました

　
コ
ー
ル
つ
な
ぎ
の
美
声
で

会
場
を
魅
了
し
ま
し
た

▲

■
結
婚
60
年
表
彰
（
８
組
）

▽
津
奈
木
地
区

　
野
田
粂
男
・
榮
子

　
佐
々
木
健
一
・
ア
サ
エ

　
岩
﨑
秀
俊
・
キ
ヨ
子

▽
赤
崎
地
区

　
開
田
安
惠
・
ス
エ
子

　
森
山
勝
喜
・
サ
ツ
キ

　
林
田
昭
德
・
ツ
ヨ
コ

▽
平
国
地
区

　
福
田
一
・
カ
ズ
エ

　
篠
𠩤
秀
人
・
ア
キ
エ

■
結
婚
70
年
表
彰
（
１
組
）

▽
津
奈
木
地
区

　
大
渕
助
保
・
キ
ク
モ

■
米
寿
（
36
人
）

▽
津
奈
木
地
区

　
鶴
野
靖
子

　
成
田
エ
チ

　
日
野
ユ
キ
ヱ

　
上
𠩤
逸
喜

　
坂
本
ミ
ツ
モ

　
鶴
野
チ
マ

　
福
田
葉
末

　
松
永
マ
ツ
エ

　
元
村
フ
サ
エ

　
伊
藤
一
吉

　
林
田
ア
リ
エ

　
浦
口
シ
ズ
ヨ

　
福
山
須
賀
子

　
吉
野
マ
キ
子

　
上
原　
喜

　
伊
藤
益
夫

　
川
﨑
ヤ
ヲ
コ

　
盛
下
マ
ス
エ

　
吉
本
サ
カ
ヱ

　
浦
田
サ
エ
子

　
森
山
君
枝

　
大
森
シ
ズ
コ

　
小
坂
ア
キ
エ

　
堀
田
孝
子

▽
赤
崎
地
区

　
上
村
シ
モ
ヱ

　
上
村
ヒ
サ
子

　
諌
山
フ
ミ
子

　
齋
藤
サ
ダ
子

　
森
本
ヒ
サ
コ

▽
平
国
地
区

　
福
山
ミ
ド
リ

　
長
濵
ミ
ツ
子

　
野
﨑
テ
ツ
子

　
村
上
シ
ヅ
カ

　
濵
田
カ
ズ
エ

　
福
山
ツ
グ
モ

　
松
本
サ
チ
エ

■
寿
詞
（
４
人
）

▽
津
奈
木
地
区

　
堀
田
益
雄

▽
赤
崎
地
区

　
濱
田
ヒ
サ
ノ

　
森
山
忠

　
佐
々
木
太
藏

　

９
月
８
日
（
木
）、
改

善
セ
ン
タ
ー
で
熊
本
日

日
新
聞
社
の
主
催
で
第

53
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表

彰
伝
達
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昭
和
36
年

に
結
婚
さ
れ
た
24
組
の

ご
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
、
当

日
参
加
さ
れ
た
17
組
の
ご

夫
婦
全
員
に
熊
本
日
日
新

聞
社
の
松
岡
繁
光
事
業
局

長
か
ら
参
加
さ
れ
た
ご
夫

婦
全
員
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
代
表
挨
拶
で
は

谷
口
徹
さ
ん
夫
婦

が
、「
50
年
と
い
う

道
の
り
を
２
人
で

手
を
取
り
合
っ
て

こ
こ
ま
で
来
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

妻
へ
改
め
て
『
あ

り
が
と
う
』
と
伝

え
た
い
。」
と
感
謝

の
意
を
込
め
た
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
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Town News
まちのわだい

　
第
66
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が

水
俣
・
芦
北
地
域
を
中
心
に
９

月
17
日
か
ら
18
日
ま
で
の
２
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

か
ら
今
大
会
５
位
へ
の
躍
進
の

部
１
位
と
入
場
行
進
の
部
に
お

い
て
優
秀
賞
も
獲
得
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
出
場
し
た
選
手
で

は
、
田
口
伸
二
さ
ん
（
上
下
門

地
区
）
が
陸
上
競
技
50
歳
代

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
走
に
お
い
て

見
事
一
位
を
獲
得
。
昨
年
に
続

き
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

18
日
の
午
後
に
は
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
各
種
目
に
お
い
て
の

成
績
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
別
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と

【
掲
載
写
真
】

①
葦
北
郡
入
場
。
堂
々
と
胸
を

張
っ
て
入
場
し
ま
し
た
。
②
国

旗
・
大
会
旗
・
県
旗
・
県
体
協
旗
・

お
り
で
す
。

　

表
彰
や
挨
拶
の

後
は
い
よ
い
よ
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
へ
。
炬

火
の
鎮
火
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
町

の
福
島
副
町
長
が

大
会
を
ず
っ
と
見

守
り
続
け
て
き
た

炬
火
を
静
か
に
消

市
町
旗
掲
揚
。
③
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
走
・
田
口
さ
ん
勝
利

の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
④
福
島
副

町
長
に
よ
る
炬
火
鎮
火
。

の
地
域
を
中
心
に
行
わ
れ
る
の

は
12
年
ぶ
り
で
、
１
市
２
町
協

力
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
日
の
午
前
９
時
50
分
、
開

式
通
告
と
同
時
に
葦
北
郡
の
役

員
・
選
手
団
が
入
場
。
芦
北
町

の
竹
﨑
町
長
の
開
会
宣
言
で
今

大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
全
部
で
20
の
郡
市
が
出
場
し
、

本
町
は
葦
北
郡
と
し
て
出
場
。

24
種
目
の
競
技
に
お
い
て
競
い

合
い
ま
し
た
。
葦
北
郡
は
総
合

５
位
を
獲
得
し
、
前
大
会
14
位

し
、
水
俣
市
・
葦
北
郡
大
会
の

幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
大
会
は
菊
池
郡
市
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
次
回
も
皆

さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〜
七
浦
の 

潮
風
に
き
ら
め
く 

水
芦
県
体
〜

葦
北
郡
総
合
５
位
獲
得
！

前
大
会
11
位
か
ら
５
位
へ　

躍
進
１
位
!!

①②

③

④

●県体各種競技別結果（全20チームうち）
競　技　名 順位 競　技　名 順位

陸上競技
男 6位 サッカー 5位
女 15位 柔道 9位

水泳 2位 剣道 9位
軟式野球 2位 弓道 3位

ソフトボール
男 5位 相撲 5位
女 5位 銃剣道 5位

ソフトテニス 13位 空手道 2位
卓球 9位 アーチェリー 11位

バドミントン
男 5位 クレー射撃 9位
女 5位 馬術 -

バレーボール
男 9位 テニス 9位
女 5位

ゲートボール
男 11位

バスケットボール
男 9位 女 11位
女 9位 ボウリング 5位

ハンドボール
男 5位

グラウンドゴルフ
男 9位

女 5位 女 11位
総合順位　 ５位
女子順位 ８位
躍進の部 １位
入場行進の部 優秀賞
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全国交通安全運動展開

　８月29日（月）、水俣警察署沿岸警備協
力会が海上パトロールを実施しました。
　これは、沿岸防犯意識の向上と沿岸にお
ける事件・事故の未然防止などを目的とし
て行われたものです。
　海岸線を中心にパトロールを行い、「不
審船や不審者を見かけたときは通報してく
ださい。」などと呼びかけを行いました。
　これからも沿岸犯罪の未然防止にご協力
下さい。

海上パトロールを実施

秋の
　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
『
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
』
が
展
開

さ
れ
、
様
々
な
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
ク
リ
ー
ン
作
戦

第
24
回
交
通
安
全
県
民
大
会

　

津
奈
木
町
婦
人
会
（
交
通
安
全

母
の
会
）
で
は
９
月
16
日
（
金
）、

敬
老
会
会
場
で
、『
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
と
併
せ
て
『
結
核
予
防

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
高
齢
者
の
方
に
交
通
事

故
や
結
核
に
気
を
付
け
て
も
ら
う

た
め
、
敬
老
会
に
合
わ
せ
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

日
暮
れ
も
早
く
な
る
た
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、

歩
行
者
は
反
射
材
の
着
用
な
ど
で

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
敬
老
会
参
加
者
へ
交
通
安
全
と

結
核
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た

▲

婦人会から啓発運動婦人会から啓発運動

　
９
月
21
日
（
水
）、
地
域
住
民
の

交
通
安
全
意
識
の
向
上
の
た
め
交

通
安
全
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
交
通
安
全
宣
言
で
津
南
保

育
園
児
が
「
僕
た
ち
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
に
気
を
つ
け
ま

す
。
運
転
手
の
み
な
さ
ん
も
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
交
通
安
全
を
意
識
し
、

安
全
で
安
心
な
交
通
環
境
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
22
日
（
木
）
に
は
、
町
内
業

者
に
よ
る
交
通
安
全
ク
リ
ー
ン
作

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
業
者
は

町
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交

通
安
全
施
設
の
点
検
や
清
掃
作
業

▲交通ルールを守ることを宣言します

を
行
い
ま
し
た
。

【
参
加
業
者
】

大
富
建
設
、
坂
口
建
設
、

松
本
医
院
、
豊
崎
建
設
、

南
興
建
設
、
肥
薩
瓦
、
村

上
建
設
、
Ｊ
Ａ
、
新
立
産

業
、
諌
山
産
業
、
野
崎
土

木
、
平
国
野
崎
建
設
、
む

つ
み
交
通
、
太
陽
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト

　

他
に
も
期
間
中
、
街
頭

指
導
が
行
わ
れ
、
町
で
は

交
通
安
全
協
会
と
協
力
し

て
学
生
な
ど
の
交
通
事
故

の
防
止
を
図
り
ま
し
た
。

5 | つなぎ　2011.10



Town News
まちのわだい

　９月11日（日）、古中尾地区の里山で、
里山体験として炭焼きや自然観察・森林
教室が行われました。地元の子どもたち
や緑の少年団員約25人が参加しました。
この体験は、水俣芦北地域環境フィール
ドミュージアム事業の一環として、古
中尾森友会などの協力により行われまし
た。参加した子どもたちは、炭焼きの方
法や樹木の名前を覚えたり、五感を使っ
た森林でのネイチャーゲームなどを体験
し、昔の里山の暮らしについて学びまし
た。実際に体験してみることで自然の大
切さを認識するとともに、自然の中での
楽しいひとときを過ごしました。

森で昔の暮らしを体験
フィールドミュージアム里山体験

　津奈木保育園は、９月２日（金）にお
泊り保育の一環として食育に取り組みま
した。町のヘルスメイトを講師に招き、
『お米がご飯に変わるまで』をテーマに、
透明のガラス鍋を使ってどのようにご飯
が炊きあがるのかを観察しました。参加
した園児たちは、鍋の中の様子を見なが
ら、「お米が踊っているね」「ご飯の甘い
匂いがしてきたよ」と、新しい発見や驚
きに満ちていました。炊きあがったご飯
は、園で育てた野菜を使ってみんなで調
理したおみそ汁とともに昼食としておい
しくいただきました。自分たちで炊いた
ご飯は格別なのか、園児たちはおかわり
してたくさん食べていました。

お泊り保育で食育学習
津奈木保育園お泊り保育にて

▲ご飯はまだ炊けないかなぁ？▲ナスの収穫を体験

　
８
月
27
日
（
土
）、
夏

休
み
の
思
い
出
を
作
ろ

う
と
津
奈
木
町
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
津
奈
木
ト
ン
ネ

ル
（
仮
称
）
工
事
現
場

見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
32
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
ト
ン

ネ
ル
工
事
現
場
を
楽
し

ト
ン
ネ
ル
に
お
え
か
き
!?

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　
　

津
奈
木
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

　
　
　
　
　
　

 　

工
事
現
場
見
学
会

そ
う
に
見
学
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

ト
ン
ネ
ル
に
張
ら
れ
た

防
水
シ
ー
ト
に
フ
ェ
ル

ト
ペ
ン
で
思
い
思
い
の

絵
を
描
い
て
、
思
い
出

を
残
し
て
い
ま
し
た
。

絵
は
セ
メ
ン
ト
を
上
か

ら
塗
ら
れ
る
た
め
見
え

な
く
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
残

る
記
念
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ー
ト
に
絵
を
描
く
参
加
し
た
子
ど
も

▲
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海老いろ色フェア開催！
水俣芦北の海老ＶＳ北薩摩の肉

■実施期間　１０月１日（土）～１１月３０日（水）
■店 舗 数　水俣芦北地域２２店舗
　　　　　　北薩摩地域１６店舗
　　　　　　本町からはつなぎ温泉四季彩が参加！
■実施内容　フェア期間中はスタンプラリーを実施しま
　　　　　　す。スタンプラリー参加者には抽選で両
　　　　　　県共通食事券や特産品詰め合わせがプレ
　　　　　　ゼントされます。また、各店舗先着50名
　　　　　　様には「くまモン缶バッジ」のプレゼント
　　　　　　もありますので、こちらもお楽しみに！
■問い合わせ先

　海老いろ色フェア
　　水俣芦北地域観光推進協議会
　　　℡０９６６－８２－４４４５（直通）

　いろ色お肉フェア
　　北薩摩振興推進協議会
　　　℡０９９６－２５－５５０３（直通）

▲四季彩の「石えびのかき揚げ丼」 （７００円）

　
９
月
11
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
古
中
尾
地
区
の
農
道
沿

い
に
約
80
体
の
か
か
し
が
立

ち
並
び
、
訪
れ
る
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
古
中
尾
活
性
化
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
地
域
の
活
性

化
と
住
民
の
交
流
を
目
的
に

実
施
し
、
今
年
が
11
回
目
と

な
り
ま
す
。
今
回
も
町
内
保

育
園
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
か
ら
多
く
の
か

「
か
か
し
」
で
地
域
お
こ
し

古
中
尾
地
区
か
か
し
祭
り
開
催

か
し
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
18
日
に
は
か
か
し
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
新
米
や
地
元
で

採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
活

性
化
協
議
会
会
長
の
山
﨑
繁

治
さ
ん
は
「
訪
れ
た
人
に
は

昔
な
が
ら
の
か
か
し
を
見
て

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。
ま
た
、
古
中
尾
の
美
味

し
い
水
で
育
っ
た
新
米
も

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

Town News
まちのわだい
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　秋の風物詩、中尾山コスモス祭り会場まで、
薩摩街道案内人研修生が皆さんをご案内しま
す。一緒に歴史を体感しながら歩いてみませ
んか。
■日時　10月10日（月）午前９時
■集合場所　新水俣駅　※雨天中止
■募集人数　先着50人
■参加費　無料　龍王神社にて抽選券を配布

します。※コスモス祭り会場で協
賛金１００円が必要。

■応募方法
　ハガキまたはＦＡＸで①住所②氏名（ふり
がな）③年齢④連絡先を記入のうえ、次のあ
て先までお申し込みください。※グループで
の申込みは、代表者を先頭に、申込者全員に

薩摩街道を歩いてコスモス祭りへ行きませんか？
ついてすべて記入してください。
【ハガキ】
　〒８６９-５４６１
　葦北郡芦北町芦北２６７０
　水俣芦北地域観光推進協議会「コスモス祭
りウォーク募集」係
　※当日消印有効
【ＦＡＸ】
　８２-３５９６
■募集期限　10月５日（水）
■問い合わせ先
　水俣芦北地域観光推進協議会
　℡８２-４４４５
【ホームページ】
　http://www.nanaurameguri.com

　江戸時代から、肥後と薩摩の人、物、文化
を結び、豊臣秀吉、天璋院篤姫、坂本龍馬、
西郷隆盛などの偉人も通ったという薩摩街
道。多くの方にこの歴史回廊の散策を楽しん
でいただこうと、「第４回薩摩街道歴史ふれ
あいウォーク」を開催します。偉人たちが残
した足跡をたどりながら、両地域の歴史や魅
力を感じてください。
　また、ゴールのひとつエコパークでは、両
地域のうまかもん、農産物、加工品が大集合
する特産展を同時開催します。みんなぴらっ
ときてはいよ！

第４回薩摩街道歴史ふれあいウォーク参加者募集！！
■開催日　11月27日（日）
■ウォークコース　全５コース
■参加料　１０００円（中学生以下５００円）
■申込期限　１１月４日（金）
■問い合わせ先
　薩摩街道歴史ふれあいウォーク熊本県実
行委員会（芦北地域振興局総務振興課内）
　℡８２-４４４５
【ホームページ】
　http://www.nanaurameguri .com/
satsumakaidou/

第７回つなぎ・田んなかデコポンバレー大会
　　　　　　　　　　　　　　　 参加者募集！！

■日時　10月30日（日）開会式午前９時45分
■場所　川内地区内田んぼ
　　　　（雨天時：旧赤崎小学校体育館）
■参加資格　小学生以上の男女で遊び心と健康
　　　　　　に自信のある方
■参加料　１チーム 4,500 円（昼食・保険込み）

■チーム編成　ゲーム出場人数４人（７人まで登
　　　　　　　録可）
■申込期限　10月12日（水）
■申込・問い合わせ先
　デコポンバレー大会事務局（振興課内）
　℡ 78-3112（内 227）

イ　ベ　ン　ト　情　報
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名称 募集期限 講座情報 口座名義

社会福祉法人
熊本県共同募金会

平成２３年７月福島県
豪雨義援金 10月31日

（１）肥後銀行　水道町支店
　　　（普）1281400
（２）熊本ファミリー銀行　花畑支店
　　　（普）0025449

社会福祉法人
熊本県共同募金会

日本赤十字社
熊本県支部

平成２３年７月福島県
豪雨義援金 10月31日 東邦銀行　南福島支店

（普）612579
日本赤十字社福島県支部
支部長　佐藤雄平

平成２３年７月新潟県
豪雨義援金 10月31日

（１）第四銀行　白山支店
　　　（普）1660032
（２）北越銀行　田町支店
　　　（普）2006499

日本赤十字社新潟県支部
支部長　泉田裕彦

　熊本県共同募金会や日本赤十字社では、被災された方々
を支援するため、下記のとおり義援金の募集を行います。
お寄せいただいた義援金は、義援金配分委員会で取りま
とめ、被災対象地域に配分される予定です。
　みなさまのご協力をよろしくお願いします。

■義援金の受付口座

各種義援金の受付

　毎年約４００件余りの農作業死亡事故が発
生しています。最も多い農作業死亡事故は、
トラクターの転落、転倒事故です。本町でも
農作業中の事故を防ぐためには、一人ひとり

①　作業に適した服装など身支度を整えましょう。
②　点検は安全作業の一歩。機械の日常点検。定期点検は必ず行いましょう。
③　フレーム付きトラクターでの、シートベルトの着用を徹底しましょう。
④　走行時は路面状態や障害物に注意しましょう。
⑤　作業が終わったら圃場を出る前に左右のブレーキを連結しましょう。
⑥　こまめに休憩をとりましょう。
⑦　圃場退出時は、作業機を下げて、傾斜に対して直角の向きで退出しましょう。
⑧　複数人での作業時には、合図したり、声をかけ合ってお互いに安全を確認しましょう。
⑨　『おつかれさま』『お帰りなさい』のあいさつを習慣にしましょう。

みんなで取り組む　安全な農作業
「２０１１秋の農作業安全確認運動」実施中

農作業事故防止の９つのポイント

の毎日の安全確
認の積み重ねが
必要です。安全
対策の徹底を図
りましょう。

9 | つなぎ　2011.10



平
成
23
年
度
被
爆
二
世
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す

　

原
子
爆
弾
被
爆
二
世
の
方
を
対
象

に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
受
診

料
は
無
料
で
す
。
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
10

月
14
日
（
金
）
ま
で
に
八
代
保
健
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

総
合
健
診（
ミ
ニ
人
間
ド
ッ

ク
）及
び
複
合
健
診（
選
ぶ
健

診
）を
実
施
し
ま
す

　

年
に
一
度
の
健
診
に
あ
な
た
の

急
性
灰
白
髄
炎（
ポ
リ
オ
）生

ワ
ク
チ
ン
投
与
を
行
い
ま
す

　

受
診
の
際
は
、
母
子
健
康
手
帳

と
予
診
票
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

●
日
時

　

10
月
18
日
（
火
）

　

受
付
：
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

　

予
約
は
正
午
か
ら
行
い
ま
す
。

●
場
所

　

津
奈
木
町
改
善
セ
ン
タ
ー
和
室

●
対
象
児

・
生
後
３
か
月
か
ら
90
か
月
で
２

回
未
投
与
の
方

・
昭
和
50
年
か
ら
52
年
生
ま
れ
の

希
望
者
（
有
料
５
０
０
円
）

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
こ
の
期

間
に
生
ま
れ
た
方
の
抗
体
保
有
率

が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
班

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
６
）

　

実
父
・
実
母
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆

者
で
、
熊
本
県
内
に
居
住
し
て
い
る

二
世
の
方

●
日
時

　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
10
時

●
実
施
場
所

　

健
康
保
険
八
代
総
合
病
院

●
検
査
内
容

　

①
視
診
、問
診
、聴
診
、打
診
及
び

触
診
に
よ
る
検
査 

②
血
液
検
査
（
医

師
が
必
要
と
認
め
た
方
） 

③
尿
検
査 

④
血
圧
測
定 

⑤
肝
臓
機
能
検
査

※
検
査
の
結
果
、
さ
ら
に
必
要
と
な
っ

た
検
査
や
治
療
に
対
す
る
女
性
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

八
代
保
健
所

　

℡
０
９
６
５-

３
３-

３
２
２
９

一
番
大
切
な
人
と
一
緒
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
今
か
ら
で
も
お
申
込

み
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
班

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
６
・

１
１
８
）

『
発
達
障
害
』
に
つ
い
て
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
『
発
達
障
害
』
に
つ
い
て
の
研
修

会
を
行
い
ま
す
。
地
域
で
の
関
わ
り

Information
今月のお知らせ

健　

康

健　

康

健　

康

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

会　　場 実施日（午前中）健診内容

平国コミュニティセンター 11月４日（金）総合･複合

つなぎ文化センター

５日（土）複合

６日（日）総合

７日（月）複合

津奈木町改善センター ８日（火）複合

平
成
23
年
度
身
体
障
が
い
者

（
児
）巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

●
日
時

　
10
月
20
日
（
木
）

　
正
午
〜
午
後
２
時
（
受
付
）

●
実
施
場
所

　
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容

　

①
舗
装
具
に
関
す
る
相
談
、
判

定
（
肢
体
不
自
由
関
係
）

　

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
関
す
る
相
談　
な
ど

●
予
約
締
切
日　
※
要
予
約

　
10
月
14
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
福
祉
班

　
℡
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
８
）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

10
月
は
土
地
月
間
、
10
月
１
日

は
十
と
一『
土
』で
土
地
の
日
で
す
。

土
地
基
本
法
で
は
、
次
の
４
つ
の

基
本
理
念
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

②
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
秋
の
行

政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

　
本
町
で
も
次
の
と
お
り
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
行
政
に
対

す
る
ご
意
見
・
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

　
10
月
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

大
切
で
す

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま

せ
ん

④
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が

求
め
ら
れ
ま
す

　

土
地
の
有
効
利
用
を
み
ん
な
で

考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
定
面
積
（
本
町
で
は

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
土
地

取
引
を
し
た
と
き
は
、
契
約
締
結
日

か
ら
２
週
間
以
内
に
権
利
取
得
者

（
買
主
）
が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・
文

化
振
興
局
地
域
振
興
課

　
℡
０
９
６-

３
３
３-

２
１
８
１

　
役
場
１
階
和
室

●
対
応
者

　
行
政
相
談
員　
林
田　
和
幸

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
班

　
℡
７
８-

３
１
１
１
（
内
２
１
４
）
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問い合わせ先 八代年金事務所 ℡0965-35-6143 ・ 住民課住民班 ℡78-3113（内115）

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます
-年末調整・確定申告まで大切に保管を -

年金TOPICS

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町民税などの社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合は、その年の１月１日から１２月３１日ま
でに納付した国民年金保険料を証明する書類の添付などが必要です。
　このため、国民年金保険料を納付された方には、日本年金機構本部から「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」が送付されますので、年末調整や確定申告をされるまで大切に保管ください。
　なお、世帯主・配偶者としてご家族の保険料も納付した場合は、その納付額も納付した方の控除
対象となります。年末調整などの手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算して申告してくださ
い。（このとき、ご家族分の証明書も添付が必要です。）

送　　　　付　　　　時　　　　期
平成２３年１月１日から９月３０日までに
納付された方

平成２３年１０月下旬から
１１月上旬に送付

平成２３年１０月１日から１２月３１日までに
今年はじめて納付された方

平成２４年１月下旬に送付

出張年金相談（予約制：0965-35-6123）
（年金事務所の職員が相談をお受けします） 10/13（木）水俣市もやい館、10/14（金）芦北町役場

新
設
水
俣
高
等
学
校（
仮
称
）

の
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す

●
応
募
期
限

　

10
月
31
日
（
月
）

●
応
募
条
件

・
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

・
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

●
応
募
方
法

　

次
の
①
〜
③
を
ご
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、
応
募
箱
へ
の

投
函（
水
俣
高
校
及
び
水
俣
工
業
高

校
に
設
置
）の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の

ご
応
募
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

①
応
募
校
章
デ
ザ
イ
ン

　

②
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
及
び
内
容

　

③
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
そ
の
他

・
応
募
い
た
だ
い
た
校
章
デ
ザ
イ
ン

の
中
か
ら
、
水
俣
地
区
新
設
高
校
開

設
準
備
室
で
審
査
の
う
え
、
最
優
秀

校
章
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
ま
す
。

・
校
章
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
最

優
秀
校
章
デ
ザ
イ
ン
に
補
正
・
修
正

な
ど
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
採
用
作
品
の
著
作
権
は
新
設
熊
本

県
立
水
俣
高
等
学
校
（
仮
称
）
に
移

転
し
ま
す
。（
無
償
で
譲
与
し
て
い

た
だ
き
ま
す
）

・
応
募
に
あ
た
り
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
個
人
情
報
は
、
最
優
秀
校
章

デ
ザ
イ
ン
の
発
表
の
た
め
に
の
み
使

用
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp
://w

w
w
.h
ig
o
.e
d
.jp
/sh
/

m
inam

atash/H
P
(junnbishitu)/

index.htm

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
地
区
新
設
高
校
開
設
準
備
室

（
熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校
内
）

　

住
所:

水
俣
市
南
福
寺
６
番
１
号

　

℡
６
３-

１
２
６
１

　

メ
ー
ル:m

in
a
m
a
ta
-k@
m
a
il.

bears.ed.jp

方
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
な

さ
ん
と
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
興

味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

10
月
４
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
所

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
研
修
テ
ー
マ
・
講
師

　
「
発
達
障
害
の
理
解
と
支
援
に
つ

い
て
」

　

熊
本
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
『
わ
っ
ふ
る
』　

浦
田
裕
之
氏

●
主
催

　

水
俣
芦
北
地
域
自
立
支
援
協
議
会

相
談
支
援
部
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
指
定
相

談
事
業
所　

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

　

℡
６
１-

１
５
１
５

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２ふ

れ

愛

０
１
１

熊
本
い
よ
い
よ
開
催
！

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊
本

は
、
10
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
、
60
歳
以
上
の
方
を
中
心
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
す
。

　

県
内
９
市
４
町
で
22
種
目
の
交
流

大
会
が
開
か
れ
る
ほ
か
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
が
イ
キ
イ
キ

わ
く
わ
く
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
満

載
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.nenrinpic2

0
1
1
.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
熊

本
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
０
１
１

Information
今月のお知らせ

募　

集

募　

集

募　

集
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津奈木町ホームページ http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

発
行
■
熊
本
県
津
奈
木
町
役
場　

編
集
■
総
務
課

〒
８
６
９ - 

５
６
９
２　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
２
１
２
３

TEL
０
９
６
６ - 

７
８ - 

３
１
１
１　
　
　
　
　

印
刷
■
旭
印
刷
株
式
会
社

2
0

1
1

1
0

PublicRelation

つつき しゅんとやまぐち ひなた

津々木　俊翔くん
（上下門地区）

平成21年12月28日生まれ

パパ 健さん　ママ 絵里さん パパ 秀俊さん　ママ 結香さん

山口 陽向ちゃん
(上下門地区）

平成21年９月29日生まれ

一度でいいから「大
きくなったらパパ
と結婚する！！」と
言って欲しいです。

元気いっぱいの俊
翔。これからも元
気いっぱい、すく
すく育ってね。

パパから一言

ご寄附・ご芳志お礼
（敬称略）

　町の人口と世帯数
（平成２３年９月 1日現在）
人口総数　5,254　（－　2）
（男）　　　2,467　（－　5）
（女）　　　2,787　（＋　3）
世帯数　　2,026　（ー　1）

◎社会福祉協議会へ
【香典返し】
地区名　　喪主（届出人）故　人
福　浦　　福田　周一　　マスエ
平国下　　山口　憲治　　昌子
　以上の方から金一封をご寄附いただきま
した。ご意志に添い有効に活用させていただ

きます。また、故人のご冥福を心からお祈り

申し上げます。

つなぎ美術館 Information ℡61-2222，FAX61-2223

今田淳子展
　いのちのかたちと空間
今田淳子展
　いのちのかたちと空間

　津奈木町が４月から取り組んでいる住
民参画型現代美術プロジェクト「ＡＫＡ
ＳＡＫＩ海想日誌」でファシリテーター
を務める熊本市出身の彫刻家、今田淳子
さんの展覧会です。津奈木町での活動
からヒントを得た作品などを織り交ぜ、
「生」と「死」がたたずむ「いのちのかたち
と空間」を構成し、今田さんの挑戦の軌跡
を紹介します。

■会　期　９月17日（土）～11月27日（日）
■観覧料　一般 300円・高大生 200円・小中生 100円
■主　催　つなぎ美術館

今田淳子『小
こりん

鈴の夢』（一部）

住民参画型現代美術プロジェクト

　ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌

アート･ピクニック

編集後記

　９月末から急に肌寒く感じる
ような日が続くようになり、朝
から布団にくるまって起きるよ
うになりました。皆さんは体調
管理はばっちりでしょうか。私は
小さいころから風邪などの病気
とはほぼ無縁で健康そのものの
毎日を送ってきました。しかし、
大学で一人暮らしを始めて生活
習慣がガラッと変わったからか、
時々体調を崩すようになり、健康
であることのありがたさを身を
もって感じることができました。
普段は普通にできることでも病
気にかかるとそれが簡単にでき
なくなる。とても不便な思いをし
ました。これから秋となり冬と
なり、どんどん寒くなっていき
ます。日々の体調管理には気をつ
け、健康的な毎日を過ごしたいと
感じました。　　　　　　（taka）

●募集●「赤ちゃんこんにち
は！！」に掲載を希望される方は
総務課　℡ 78-3111（内 219）
へご連絡ください。対象児は町在
住の２歳未満児です。

記念講演会「アーティストに力を与える者と物」
■日　時　11月６日（土）
　　　　　午後２時～午後３時
■場　所　つなぎ美術館多目的ホール
■講　師　南

みなみしま
嶌宏（女子美術大学教授）　

■料　金　観覧料のみ
■定　員　先着 50人

　レインボー岡山さんと一緒にちょっと変わったアートなピクニック
へ出かけて、秋の海を満喫してみませんか？

■日　時　10月 16日（日）　午前 10時～午後３時
　　　　　※昼食をご持参下さい。
■場　所　旧赤崎小学校
■ファシリテーター　レインボー岡山＆今田淳子
■対　象　小学生以上（小３以下は保護者同伴）
■参加料　無料　
■定　員　先着 30人（要事前申込）
■申込・問い合わせ先　ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　（つなぎ美術館内）　℡ 0966-61-2222


